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1. はじめに 

本研究では、BSP (Bulk-Synchronous Parallel Machine)

モデル[1]上で高速にソートを行う並列アルゴリズムを提

案する。BSP モデルとは分散メモリ型の並列計算モデルで

あり、従来型の PRAM (Parallel Random Access Machine)[2]

と異なり通信時間も考慮することができ、より現実の並列

計算機に近いモデルとして注目されている。そのため現在

様々な問題に対して BSP 上で動く並列アルゴリズムが求

められている。 

しかし、従来の PRAM のアルゴリズムは通信が考慮され

ておらず、これを BSP 上で実行させた場合効率良く実行で

きるとは限らない。従って、BSP モデル用の通信を考慮し

たアルゴリズムを設計する必要がある。 

2. BSP モデル 

BSP モデルは以下の 3項目から成る。 

① 局所メモリを持つ複数のプロセッサ 

② プロセッサ間で 1対 1通信を行うネットワーク 

③ プロセッサ間の同期機構 

また、BSP モデルはプロセッサ台数 P、1 メッセージ当

たりの送受信時間G,同期時間Lの 3つのパラメタを持ち、

N 個のメッセージの送受信時間は NG+L 時間と仮定されて

いる。 

3. アルゴリズム 

本研究で提案するアルゴリズムは、マージソート[3]を

ベースとしている。マージソートとは、ソート済み配列

A,Bから 2倍の長さのソート済み配列Cを作るという操作

を再帰的に繰り返していく O(Nlog N)時間ソートである。 

マージソートを BSP モデル上で実行する場合、図 1 の

ように各部分配列を各プロセッサに割り当て、並列にマー

ジを行うことにより計算時間の短縮を図ることが出来る。 

一般にプロセッサ台数が増加すると、内部計算時間は

減少するが、通信メッセージ数および同期回数は増加し、

通信時間が増加する。そこで本研究では、BSP モデルでマ

ージソートを行ったとき最速となるプロセッサ台数を求

める。 

4. 結果および考察 

本研究で提案した並列アルゴリズムは、P台のプロセッ

サを用いて BSP モデル上で 

 

図 1 並列マージソートにおけるプロセッサへの 

 データの割り当て方 
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でソーティングを解く。このアルゴリズムは、G < log N

のときに有効なアルゴリズムとなり、 
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のとき最適なプロセッサ数となる。 

5. まとめ 

本研究では、BSP モデル上でソーティングを行う並列ア

ルゴリズムを提案した。このアルゴリズムは、
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時間でソーティングを

行う。また、
L

NNP log
= のとき最適なプロセッサ数

となる。 
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